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研究成果の概要（和文）：疾病・病者・医者の三つのエージェントが会して構成される「医

療」という動的な場は、どのような歴史的な構造を持つのか。疾病環境の変化、人々の病

気行動の変化、そして医療者の科学と技術の変化の三つの相からなる医療の構造変化は、

近現代の日本の変化とどのような関係があり、世界の中の変化とどう連関したのか。これ

らの問いが、急性感染症、スティグマ化された疾患、帝国医療の主題の中でとらえられた。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The dynamic field of medicine constituted by the three agents of 
disease, sick person, and doctor has its historical structure.  The modernization of 
Japan and the globe in the modern year affected the three-phased structural transformation 
of the shift in the epidemiological environment, changes in people’s sick action, and 
the development of medical science and technologies.  This research has examined these 
question of the total history of medicine in modern Japan, particularly emphasizing the 
epidemiological transition and the decline of acute infectious diseases, socio-cultural 
history of people with stigmatized diseases, and the export of modern medical science 
and technologies to the Japanese Empire. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学社会学・科学技術史、科学社会学・科学技術史 
キーワード：医学史 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)新しい医学史と、歴史と医学の対話のた
めの概念枠組み：1970年代から主としてヨー
ロッパ・アメリカで発展した新しい医学史研

究は、かつての狭く定義された「学問として
の医学」に関心を集中させた医学史から、広
い意味での「実践としての医療」の歴史へと
関心を広げた。この視点を得た医学史は、現
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代社会が直面する医療をめぐる議論の背景
を提供する学問領域となった。このような関
心の拡大と、より深く問題を掘り下げる作業
の中で、実践としての医療を構成するいくつ
かの構造的な要素が明らかになり、それらの
要素を理解するべき多様な文脈も明らかに
された。（Bynum and Porter, 1992; Cooter and 
Pickstone, 2000）この海外の動向に直接・
間接に影響されると同時に、国内におけるさ
まざまな医療の問題にも触発されて、日本を
対象とした医学史においても、人文社会系の
学者がこの領域に参入し、本格的なリサーチ
と洗練された概念装置に基づいた優れた学
術書・論文が数多く出版されるようになり、
それまでこの領域における主たる研究者で
あった医学系の学者たちに刺激を与え始め
ている。(藤野、1993; Johnston, 1995)   
日本における新しい医学史は、主として歴史
学の視点から問題を設定し、それに答えるこ
とを通じて優れた成果を上げてきた。その成
果と洗練された問題意識を、現代にも通じる
医療の基本構造の文脈におくことで、医療と
歴史学・人文社会科学が創造的な対話をする
概念枠組みを作り出し、それに肉付けするこ
とがこの研究の目標である。 
(2)病気・医者・患者の歴史的変化モデル 
その概念枠組みの中心は、「ヒポクラテスの
三角形」と呼ばれる、病気・医者（治療者）・
患者の三つの要素が医療のコアを形成する
という発想である。歴史を通じて現代に至る
まで、「患者が病気にかかって、医者がそれ
を治す」という三つの要素からなる構造は、
医 療 の 本 質 と し て 変 わ ら な い 。
(Rosenberg,1992) この三要素が複合して起
きる医療という現象の歴史的な変化には、一
つの原動力があるわけではなく、環境・科
学・政治・経済・文化など、社会の中のさま
ざまな領域が、多様な経路を通って医療の三
つの構成要素に独立に働きかけて変化させ、
その変化を被ったそれぞれの要素が別の要
素に影響を与え、医療という場を構成し、さ
らに、その変化をこうむった要素がループを
描いて社会を変化させるという、多元的・多
関係的な構図となる。この多元性・多関係性
のゆえに、たとえば明治維新や第二次世界大
戦後の改革などの体制の変化に端を発する
鋭角的な変化は、ゆるやかにしか変化しない
部分（たとえば疾病構造や、既存の医者の教
育内容とエトス、患者の受療行動など）や、
医療の中の古い構造（たとえば開業医制度、
罪に対する罰としての疾病観など）などと並
存しながら、医療という複合体を形成した。 
 
２．研究の目的 
この研究は、近現代の日本の医療を、病気・
医者・患者の三つの枢要な要素の複合体とと
らえ、それぞれが作り出す（１）身体環境の

歴史、（２）専門職の行動の内実と文脈の歴
史、（３）文化＝社会的な行動としての病気
経験と受療の歴史の三者が複合したものと
して医療の歴史をとらえる。そのうえで、三
者が相互に影響を与えながら、それらの要素
の内実と要素間の関係がどのように変化し
たのかというダイナミズムを明らかにする。
さらに、そのダイナミズムにおける、鋭角的
な改革・ゆるやかな変化・古くからある特徴
の復興や再強調が、どのような＜歴史の重層
＞となって、日本の医療の全体としての構造
が形成されたのかを描き出し、三要素間のフ
ィットとミスフィットを明らかにすること
を目標にする。 
 
３．研究の方法 
研究の情報基盤を整備するために、既存の情
報資源から基本データを作成して共有し、新
たな情報資源を作成して共有する。分担者・
連携研究者、海外共同研究者の間の情報交換
と、国際的な研究の発信の基盤としてのウェ
ブサイトを立ち上げる。国内外でのさまざま
な分野の学会に共同でパネル報告などを出
し、多様な領域の視野を研究グループ内に取
り込み、ウェブサイトでの議論と併行して、
国内・国際の研究集会を開いて共有する。 
 
４．研究成果 
この研究の目的は、近代の日本において、疾
病と医療者と患者という三つの要素からな
る「医療の三角形」が、環境と社会の変化に 
応じてどのように転換したのかを明らかに
することである。また、その転換において、
転換前に存在した三角形の構造がどのよう
に転換後に残存したかということを明らか
にして「歴史の重層」を解明することでもあ
る。 
個人研究としては、昭和戦前期から戦後にか
けての精神医療を素材として、精神病院の症
例誌の分析から、患者と家族の側の思惑と 
医者の側の対応の相互作用として、精神病院
における滞在と具体的な治療を再検討する
考察を論文化し、学会報告では、国家の政策
としての優生学が、精神病の家系を含む地域
社会においてどのように調査の対象となっ
たかをまとめて発表した。 
研究の統括としては、(1)公衆衛生の形成に
おける疾病の記憶の役割、(2) 予防接種にお
ける意思決定の構造、(3) ハンセン病など、 
強いスティグマを持ち続けた疾病のケアの
近代化、(4).植民地医学を通じた日本型の医
学の伝播の主題を中心にして、国際的な報告
者を 100 名超で集めた報告会を組織して、当
研究課題の大規模な報告会を組織し、それぞ
れの主題についての報告・ディスカッション
を行ない、その成果をウェブ上に掲載した。 
平成 24年度は、3年におよぶこの研究を総括



 

 

する年度であったが、日本における「医療の
三角形」と「歴史の重層」という新しい視 
角・方法論を持つ医学史研究を日本において
定着し、その研究成果を国際的に発表し、欧
米と東アジアを中心とする国際的な研究者
の共同体に定着させることができた。これを
さらに発展させることが、今後の目標となる。 
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